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 宇宙嵐に伴うジオスペースの環境変動は、自然現象に起因する宇宙機の不具合や故障などの主な要因でもある。宇宙機の安全・安心な運
用に必要な対処を行うためには、宇宙環境変動を事前に予測する宇宙天気予報が必要となる。万が一不具合が生じた場合においても、不具
合直後の宇宙環境変動の迅速な把握や、詳細な宇宙環境情報に基づいて事後解析を行うためには、精度の高いシミュレーションやモデリング
に基づく情報が鍵を握る。情報通信研究機構では、宇宙天気予報の精度向上に向けた研究開発を実施している。現在、JAXAや大学等研究機
関の協力の下、ジオスペース内の中・高エネルギー粒子環境を予測するための研究開発を実施しており、ジオスペースを探査するERG衛星
データは、開発した予測モデルの検証・評価に加え、リアルタイムデータを予測モデルの入力に用いた予測実験などに活用できる。本講演では、
ジオスペース内の中・高エネルギー粒子環境を把握し、予測するためのERG衛星データの活用について議論する。  
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